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属 性 男 性 女 性 ∃
若年層 ∃車.老年層 若年層 中 老年眉目 ロ
】ナサル ∃ 8 20 129 【60 217(80.0) (95.2) (90.2) (71.4) (84,1)












羊品月可1陽 台 聖 短華 陣の 十界 南遊 色深 北川 計
サル 4 2 10 23【 26 25 61 43 23 217
ハル 17 2 0 0 10ll 10 0 41
他の作品ではほとんど ｢ナサル｣が圧倒的に優位なのに対し,『月花余情』












属 性 妻】 男 性 女 性 計若年層 申.老年層 ∃ 若年層 座 .老年層
l ナサル ≧ 11 24 13 24 72(100.0) ∃ (100.0) (65.0) (96,0) (90.0)
0 0 7 1 8




















属 性 男 性 女 性 汁
若年層 申.老年層 若年層 中.老年層
ナサル 39 75 20 23 157
(65.0) (88,2) (54,1) (76.7) (74.0)
ナハル 10 8 15 7 40
(16.7) (9.4) (40.5) (23.3) (18.9)
三ト ル 10(16.7) 2 0 0 12(2.4) (0.0) (0.0) (5.7)




② -ヱお梅-んお宅に居空車を旦ました (｢妾の内幕｣ 丁稚-,旦那)
③ 田[恒まんだすか来て居里旦旦ます (｢迷ひの染色｣ 丁稚-若旦那)
あの お ひと
④ 彼御仁も怒って居空車墨且ますぜ ( 同上 丁稚-若旦那)
⑤ 夫でも (伯父さんが)言ふて居空旦互生ましたぜ ( 同上 丁稚-若
旦那)










③ 彼の人等は好い夢見ヱ廷旦 と断念たら可い (｢胴乱の幸助｣ 源兵衛
<著者>-喜八<若者>)






























属 性 男 性 女 性 計
若年層 申 .老年層 若年層 申 .老年層
ナサル 2 21 0 3 26
(4.7) (42ー0) (0.0) (ll.5) (19,4)
ナハル 36 24 12 ll 83
(83.7) (48.0) (80.0) (42.3) (61.9)
三トル 4 3 2 3 12(9.3) (6.0) (13.3) (1L5) (9.0)
ハル 1 2 1 9 13








① あ,こらおかしいなあ,お父っつあん座っヱ廷且 ます (｢近日息子｣
近所の人1-近所の人2)
② ああ,菓子屋(が)仕事しヱ娃旦 (｢日和違い｣ 吾兵衛<若者> 〔独
り言〕)




⑨ お父さんが,--行きゃせんて,こう言うてくれ玉堤旦わん ( 同
上 若旦那-番頭)
か
⑥ お母んいな,(親旦那が)またあんなこと言う三些互で ( 同上 芸
妓-女将)
⑦ いえな,(親旦那が)来てはるのやがな ( 同上 女将-督問)
尊敬の助動詞 ｢-ル｣の成立をめく･､って 39
せ
⑧ 先方がえろう急いヱ主星且ますので---( 同上 商人-親旦那)
③ (電話の相手が)えろう怒っ三匹旦が ( 同上 親旦那十番頭)
⑲ あ,向こう呑ん竺廷互のやし ( 同上 芸妓-尉問)
⑪ あのお婆ん,長い間議長 (を)務めヱ墜旦ね (｢長屋議会｣ お噂-
お松)
｢-ル｣
瀞① (和尚さん)何し墜ヱてんな (｢きらいきらい坊主｣ 女中-和尚)
溌② 君,ええ姫が二 ･三枚あるわん,付き合い廷旦んか (｢魚尽し｣ 田
中<男1>-友人<男2>)






⑦ (やも糾 まんが)加減見てくれ言い廷旦 さかいな---( 同上 お松
-お崎)
⑧ (やも糾 まんが)醤油仰山あると言い墜旦ね ( 同上 お松-お崎)
⑨ (やも糾まんが)ちゃんと二杯持って来て返して くれ些旦ね ( 同
上 お松-お崎)
⑩ (やもめはんが)世間へすることちゃんとし娃旦さかいなあ ( 同
上 お松-お崎)
⑪ (やもめはんが)よう買うてくれ墜互やろと私思 うわ ( 同上 お
松-お峰)
⑲ あれ,裏の議長はん釆史をヱた ( 同上 お崎-お松)
































































































動詞 五 段 上一段 下一段 変 格
ナサル 行きなさる(3)言い 2成り張 込みなさる 居なさる(4)案じてなさる 上げなさる当て掛け始め
尊敬の助動詞 ｢-ル｣の成立をめく小って 43
<表7> 明治中期 ･落語速記本
動詞 五 段 上一段 下一段 変 格
言いなさる(7) 居なさる(21) 食べなさる しなさる(7)
〔他11例〕 見えなさる 来なさる(2)
言いなはる(5) 居なはる(2) しなはる(2)
















<表8> 明治末期 ･落語SPレコー ド
動詞 五 段 上一段 下-段 変 格
ナサル 置きなさる(2)言い行飲み直しなさる〔他6例〕 属なさる見 寝てなさる しなさるてなさる
チノヽル 言いなはる(12)読んでなはる(3)うて 2み〔他6例〕 捕まえなはる貯めなはる乗せて しなはる(4)てなはる
ヤノヽル 居やはる
言うてはる くれてはる してはる
チ 怒ってはる 務めてはる 来てはる
ノヽル 座ってはる〔他3例〕 見せてはる
-ル｣又は ｢～ヤ-ル｣の変化は起 こってお らず,｢～ナ-ル｣の ｢ナ｣が
何 らかの理由で脱落 し,そのまま ｢～-ル｣形が成立 した,と考えるのが
最 も合理的であるように思われる｡むろん,全体の用例数が少ないので確
証は得にくいが,奥村氏が ｢ヨマ-ル｣の成立について (ナサル系説の)
傍証 とした (注25参照)否定辞 ｢--ン｣の成立の場合を参照 してみると,
今回とほとんど同様の資料を利用 した筆者の調査の中で,｢～-セソ｣か
ら生まれた ｢～ヤセ (-)ン｣｢～ヤセ (-)ソ｣の語形が多数見つかって
29)
いるので,｢-ル｣の成立の場合にも,(｢居やはる｣の場合以外に)｢～ヤ
-ル｣｢～ヤ-ル｣の語形が存在 していたとすると, それが全 く用例 の中
































































1) 以前は ｢シャ (サ)ル｣から ｢-ル｣-の変化を唱える説がいくつか見られ
たようだが,それについては奥村三雄氏の ｢敬語辞系譜考｣(『国語国文』第35
巻第5号,1966- 『方言国語史研究』<東京堂出版,1990>に再録)や前田





























12) ･日のくれぬうちにほやうもどり旦旦塾ヤ (『穴さがし心の内そと』 初ノ六
姑-+娩)
･ワンとい 旦ゝ旦垂 ( 同上 三ノ四 真一飼犬)
･そんならあげるたべなされ ( 同上 三ノ四 妾-,飼犬)
48
･きつと身をつゝしみを互生 ( 同上 三ノ六 伯母-後家)




し｣ (以上 『速記の花』M25.4),｢猿後家｣｢吹替息子｣｢三枚起請｣ ｢捧屋｣
(以上 『滑稽曾呂利叢話』M26･3),｢お玉牛｣(『お玉牛』M27.5),｢胴乱の幸
助｣(『胴乱の幸助』M27.5)07mの速記本は全て国立国会図書館蔵本である0
14) ｢-ル｣が ｢や｣｢て｣に下接した ｢ヤ-ル｣｢テ-ル｣形については,用例
数がさほど多くないこともあり,便宜的に一括して分探しておく｡















18) 今回と同様の資料を利用して調べた指定表現 (｢ジャ｣- ｢ヤ｣)や打消表現
(｢ン｣-｢-ン｣)の場合にも,大体,若年層女性- 若年層男性一一一,(中年層)




















24) この部分は,尊敬の助動詞 ｢ヤ-ル (-ル)｣と打消の助動詞 ｢-ソ｣の接
続について総合的に述べているところなので,この ｢打消｣は ｢尊敬｣の間違
いだろうと思われる0
25) 奥村氏はまた ｢ヨマ-ル｣の成立について,否定形 ｢ヨマ-ソ｣の成立にお
いてはヨミワセン-,ヨミヤ七ソー ,ヨミャセ (orへ) ソ-ヨマ-ソのような変
化が想定し得ることを, (ナサル系説の)傍証としている- この点について
は後に触れる｡




28) ｢おいでなさ (紘)る｣については,一応 ｢おいで (る)｣を動詞と考えるこ


























33) <表7><嚢8>などから見て,｢居やはる｣の場合 (多分 ｢見やはる｣の
場合も),｢居 (-)-ル｣｢鬼 (-)-ル｣形の成立は,他の動詞の場合より
も遅れたであろうことが予想される｡
(岡山大学文学部講師)
